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傲
業
孤
村
の
課
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ぅ
-;
0
.
.
:物
資
の
舶
來
が
土
地
0.

文
化
體
制
を
變
更
せ
ぬ
事
は
明
か
に
せ
..ら
.れ
.た
。
し
か
し
都
市
文
化
の
體
制
的
方
面
は
、
か
、
る
寒
村
孤 

村
に
.は
到
來
し
な
い
の
が
當
然
で
お
る
0
:制
度
化
法
典
化
は
大
き
な
人
口
集
.團
に
，就
い
て
先
づ
發
生
す
る
現
象
で
あ
る
。
故
に 
>
.そ
れ 

丈
け
都
會
文
化
又
は
體
制
の
：性
質
で
あ
る
と
共
に
、
：
人

.0
¥

に
滿
た
ざ
る
部
落
に
は
他
の
都
會
的
接
觸
<D
;
如
何
に
拘
ら
水
到
來
す
ベ
き 

理
f

容

な

い
:0
'

’此
の
點
で
：は
著
者
が
都
市
文
化
の
指
數
、
，

：

標
識
と
し
て
前
條
の
十
項
苜
を
均
等
に
列
擧
し
た
靡
は
、
頗
る
當
ら
な

い
と
异
は
.ね
ば
な
ら
ぬ
。(

本
.；！
〇
0

頁)

し
か
1

制
度
化
、
：法
典
化
の
特
質
が
人
ロ
集
團
の
大
小
に
依
據
す
る
.と
袞
ふ
點
は
人
ロ
學
的

命

遛

ぬ

碧

：で
奉
る
 
o 

;■..

;•
: 

. 
,

,.
 

: 
* 

.

兎
に
角
民
俗
社
#

硏
究
衮
に
と
つ
て
、

ー
應
の
參
漪
書
た
る
べ
く
*

又
村
落
調
茶
に
際
し
て
も
、
典
の
方
法
に
指
示
を
與
へ
る
で
あ 

味
ぅ
。
：娜
茆
！
濃
村
文
'
化
め
命
題
は
本
書
の
主
題
で
は
な
い
が
-

•當
然
“

〃
事
前
に
其
の
規
定
を
必
要
と
す
る
が
故
に
、
其
の
方
面
の
硏 

•^
•w
'.
i

c

^

無
^

顧
で
^

^

い
o 

.評
者
自
身
に
^

い
て
考
へ
れ
ば
、，都
市
硏
究
の
立
場
か
ら
:#

た
'-
.
?
>指
示
、
決
し
て
少
.

く

な

.
い
と
一
石
へ 

る
'0
,

泛
れ
本
聲
を
各
汸
輯
の
讀
衮
忆
推
す
樹
以
で
あ
る
0
 

:

'

.

.
:

附
la
、
本
醫
は
誤
橄
又
は
誤
記
と
思
は
れ
る
箇
所
が 
一一、

H
見
受
け
ら
れ
た
。
例
へ
ば
次
の
諸
點
で
あ
る
0

.

■
.,

,,■
11.11

頁
の
脚
註
* 

- 

八
八
頁
に 

turn, o
w
e
r

 

.と
あ
る
は
勿
論 

turn 

o
v
e
r

 

の
間
違
、
九 

s

' H
Q

a.
i
s
w
a
s
h
3
g

 

は
當
然 

d
i
s
h
w
a
s
h
i
n
g

 

で
あ
り
、
九
九
冥
の 

3
a
§

I
y

 

the 

c
u
r
d

 a
n

 

t
h
e

 

r
e
v
e
n
u
e

 

C
o
l
l
e
c
t
o
r

 

の a
n

 

文

》
n
d

 

の
%
字 

で
あ
る
。

一
一
〇
K

の 
p

g su
b
s
c
r
i
p
t
i
o
n
s

 

w
a
s

 

S
i
d

 
to 

a

 

f
o
r
m
e
r

 

H
w
.
c
. 

e
m
p
l
o
y
e
e

 

a
n
o
t
h
e
r
,

 

to i
h
e

 

c
u
s
t
o
m
s

 

o
f
S
c
e
r

 

at 

L
.

 

?
•
の 

女
句
中
で
は
最
初
のs

u
b
s
c
r
i
p
t
i
o
n
s

は

s

を
と
る
可
く 

e
m
p
l
o
y
e
e

 

a
n
o
t
h
e
r

の
，次
の
コ
ム
マ
は
目
o
^
g
rの
前
に
移
す
べ
き
で
.あ
ら
ぅ
。
 

な
ほ
意
味
不
明
の
筒
所
と
し
て
は
、p

&
a
p
s

 

t
h
e

 

r
e
a
s
o
n

 

f
o
r

 

this 
lies 

in 

t
h
e
u
a
c
t

 

that 

s
h
e

 

d
o
e
s

 

n
o
t

 

c
o
l am

o
u
n
t

 

h
e
r

 

resident 

r
b
i'E
J
nぶt

s

;<t
>
r
e
s
p
r
e
§

t
a
t
】v
e
s

 

o
f

 

t
h
e

 

city 

t
y
p
e
. 

9

l
o
o
v

こ
の
內i

o
u
n
t

と
あ
る
は
恐
ら
く 

3

|岛
の
誤
植
か
と
も
思
-^
し
る
0
菇 

•

等

竹

し

て

.氣
の
つ
い
S

溯
で
あ
る
.が
幾
雷
憾
で
あ
る
.0
.

一

： 

S

和
十
四
年
二
月)

K

.

匁
*
 
R

c

de *

;
 

G
e
(
3

a
n
s

 in 

t
h
e

 

C
a
m
e
r
o
o
n
s
,

 

1
8
8
4
-
1
0
1
4
. (A 

C
a
s
e

• 

.

S
t
u
d
y

 

i
n

 

M
o

d
e

r
n

 

I
m

p

 e
r
i
a
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i
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m
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本
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登
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•

'
ヴ
工
.
.ル
.サ
ィ
.
.ユ

霧

s

る
失
地
植
民
地
：の
囘
復
要
求
は
-
ナ
チ
ス
黨
結
成
以
來
の
獨
逸
の
主
張
で
あ
り
、
又
ヒ
ッ
ト
f

 

I

崔

立
後
は
.、

其

の

外

交

政

策

の

根

本

原

、則

の

一

で

I

。
而
し
て
ヒ
ッ
ト
ラ
丨
始
め
ナ
チ
ス
黨
霖
の
ロ
ょ
り
最
も
盛
ん
に
叫
ば
れ
た
っ

は
、
舊
海
外
植
民
地
i

l

求
I

つ
た
に
も
拘
ら
ず
、
今
迄
.の
所
獨
逸
が
實
際
に
成
就
し
來
つ
た
の
は
、
'歐
洲
に
於
け
.を
國
境
改

RIT
,
:の
け
面
•で
l

l

.

f
の
獨
f

邦
の
成
立
'
同
九
：月
の
チ
ェ
コ
•
‘ズ
デ
丨
テ
ン
地
方
の
併
合
實
現
は
何
れ
も
其
の
具
體
的
成

.

.に 

'
な
ら
な
い
而
し
歐
狹
に
於
け
る
證
の
領
鑛
.大
要
求
が
斯
く
或
る
麗
充
.た
さ
れ
た
現
在
、
今
度
こ
そ
其
の
處
は
舊
每

外
植
l

i

i

l

l

之

、
，.蓮

f

-

f

 

i

l

れ
f

 

t

か
は
、

I

n

f

興
味
f

國

慶

治

•
經
濟
岩
問
題
で
t

。
.論
f

亦
或
は
.前
f

採
り
、
，或
は
後
者
を
說
き
、
且
つ
夫
々
に
就
い
1

逸

の
立
場
を
.
疋if

民
すK

も
の
と
否
定
す
る
も§

 .

に
分
た
れ
るo

此
.
.の
問
題
.の
鍾
如
何
は
暫
ぐ
置
く
と
し
て
も
、
舊
獨
領
植
民
也
パ
現

實

屢

養
_

|

幾

し

て

ゐ
i

s

.

5

。
從
つm

、
其
I

醫

篇

H

前
に
於
て
，
即
•ち
獨
逸
の
藩
卞
に
如
何
な
る
醫
に
あ
つ
た
か
と
言
ふ
事
に
對
.し
て
、
我
々
は
當
然
無
關
心
で
あ
り
得
な
い

。
' 此
の 

H
、. R

.

 

o

!

 

in the 

p

g

r

o

l 

1SS4,1914. 
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A

 Case Study in 

l
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點
に
就
い
.て
、
;-
;本
書
ゆ
グ
'ラ
ル
：.サ
七ti

條
約
に
よ
つ
て
'英

•
佛

K
分
割
委
任
統
治
さ
れ
る
事
と
啟
つ
た
西
ア
：フ
リ
力
の
舊
獨
僦
力
ん
ル 

Ir
M
地
，方
^
採
り
土
げ
.

P
、
，

獨
逸
に
依
る
獲
得
の
狀
況
よ
り
世
界
大
戰
に
至
る
迄
の
其
の
.統
治
狀
態
を
四
酉
頁
に
瓦
つ
て
：靜
述
し
た
も 

の
で
あ
：る
。.：此
の
一
.地
.方
に
關
す
み
綿
密
な
解
說
を
以
て
、
.近
代
的
帝
國
虫
_
活
動
の
：全
部
.を
榧
さ
ぅ
と
す
る
著
#
の
#'
.望
は
稍
過
大
. 

に
失
す
る
:0
'而
^
そ
れ
が
夫
體
の
傾
向
に
就
い
て
、
何
等
か
の
示
唆
を
與
.へ
る
で
あ
ら
ぅ
事
は
否
め
な
い
。

;
第I

章
n
力
メ
‘
.ル’
1
'
:
’

ン
地
方
の
占
領
し
に
於
て
は
、
先
づ
獨
逸
が
英
佛
を
凌
い
.で
同
地
方
を
獲
得
す
.る
に
至
る
事
情
が
f

し
て
政 

治
的
事
件
を
中
心
に
叙
述
さ
れ
る
。.言
ふ
迄
も
な
く
、前
世
紀
七
•八
0
.年
代
に
始
ま
.る
英
佛
を
中
心
と
す
る
歐
洲
先
進
資
本
主
親
國
の
、 

所
謂
帝
國
主
義
的
植
民
活
動
に
，對
し
て
、
獨
‘逸
は
國
內
の
政
治
的
不
統
一
人
資
本
主
義
的
後
進
性
の
故
に
，
遊
だ
し
い
立
遲
れ
を
示
し 

た
。
此
の
'事
.は
力
：メ
ル
.
1
ン
地
方
に
對
す
る
活
動
に
就
い
て
も
全
：ぐ
同
一
で
あ
り
、
英
國
宣
敎
師
及
び
贸
易
商
人
は
夙
に
•
八
四
〇
年 

代
よ
り
興
處
に
地
盤
を
.築
き
つ
、
.あ
つ
た
。
而
も
六
〇
苹
代
に
は
是
等
の
人
々
の
み
な
ら
ず
、
ニ
»
ニ
の
土
人
國
王
か
ら
も
屢
々
英
國
の 

保
護
を
嬰
請
し
た
が
、
：英
國
政
府
は
從
來
の
自
凼
主
，

g

的
態
度
を
脫
却
出
來
ず
、植
民
省
す
ら
も
が
積
極
的
.に
應
ず
る
事
を
躊
躇
し
た
。

纏
て
八
〇
苹
代
近
く
、
怫
蘭
西
の
進
出
を
强
く
感
ず
る
に
至
つ
て
其
の
勢
ヵ
驅
逐
を
訐
る
樣
に
な
つ
た
。
而
か
も
.一
八
八
三
/*
ヰ
末
以
來 

頓
み
に
積
極
化
し
て
來
た
獨
逸
の
撬
頭
に
對
し
て
は
比
較
的
是
れ
を
樂
觀
に
過
し
て
居
た
。1

方
獨
逸
は一

八
八
四
年
ビ
-ス
マ
ー
ク
が 

從
來
の
國
內
充
實
第
一
主
義
を
棄
て
て
、
積
極
的
に
對
外
活
動
に
移
る
事
を
決
心
し
て
以
来
、
典
の
植
民
地
活
勤
は
極
め
て
迅
速
活
贬 

と
な
つ
た
。
ヵ
メ
ル
ー
ン
地
方
に
就
い
て
も
、
獨
逸
は
全
く
英
國
の
虛
を
衝
い
て
一
八
八
四
年
七
月
數
人
の
ゼ
人
國
王
と
保
護
條
約
の
• 

締
結
に
成
功
し
た
。
斯
か
る
狀
勢
は
當
然
同
地
方
に
於
.て
.英

*
獨
間
の
.抗
邵
を
'惹
起
し
た
が
、
旣
に
成
立
し
た
事
實
の
前
に
英
國
は
結 

局
屈
服
を
餘
儀
•な
く
さ
れ
、
.佛
蘭
西
も
亦
間
も
な
く
是
を
承
認
し
た
。
此
の
際
の
ビK

マ
ー
ク
の
態
度
に
對
し
著
者
は
ビ
ス
マ
ー
ク
の 

眞
意
は
貿
易
の
保
護
に
あ
つ
て
、
植
段
地
獲
得
自
體
に
な
か
っ
た
事
を
强
調
す
る
が
、
其
れ
よ
り
以
上
に
、
ビ
ス
マ
ー
ク
を
し
て
斯
か
.議

る
態
度
を
取
ら
し
め
る
に
至
つ
た
獨
逸
資
本
生
義
そ
の
も
の
i
.飛
躍
的
發
展
に
考
へ
及
ぶ
べ
き
で
あ
ら
ぅO 

:

.
第
二
章
は「

ヵ
メ
ル
ー
ン
地
方
に
於
け
る
開
拓」

と
題
し
て
、
其
後
世
.界
大
戰
に
至
る
迄
の
同
池
方
內
部
へ
の
獨
逸
植
民
活
動
の
發
展 

と
植
民
地
と
し
て
の
確
立
の
經
過
を
取
扱
ふ
。
獨
逸
が
最
初
に
獲
得
し
た
地
域
は
西
部
海
岸
地
帶
に
限
定
さ
れ
て
ゐ
たO
從
つ
て
、
更 

に
大
陸
內
部
に
向
つ
て
の
活
動
.が
引
續
い
て
擴
大
さ
れ
た
。
そ
れ
も
始
め
の
中
は
從
來
土
人
の
中
間
商
人
に
よ
つ
て
獨
占
さ
れ
て
ゐ
た 

奥
地
，土
人
と
の
交
易
權
の
接
收
を
目
標
と
し
た
が
、
驄
て
.獨
逸
人
に
よ
る
栽
植
：の
：開
始
に
伴
ひ
勞
働
人
口
の
'供
給
を
問
題
と
す
る
事
に 

な
.つ
た
。
又
內
部
へ
の
漸
進
的
横
大
運
動
は
當
然
交
通
路
建
設
を
必
要
な
ら
し
め
、
.植
民
事
業
も
漸
次
費
用
咐
大
の
傾
向
を
迹
つ
た
。 

而
ヵ
も
最
初
十
年
間
は
國
會
に
於
け
る
反
對
派
の
有
力
な
爲
め
-
又
英
*
佛
と
の
紛
爭
の
爲
め
に
植
民
活
動
も
充
分
な
發
股
を
阻
止
さ 

れ
た
。
然
る
に
一
八
九I

牢

國
# :
に

於

て

力

メ

 

•ル
ー
ン
地
方
へ
の
貸
付
金
が
容
認
さ
れ
、
又

1
A九
四
年
英
•
#
>
,
プ
リ
ヵ
植
民
地
と

.の
境
界
が
蹯
觉
さ
れ
.て
よ
b
はr

活
動
は
一
段
.と
積
極
化
し
、
.今
や
獨
逸
に
i
る
開
發
、
獨
逸
：

：

に
.よ
る
吏
配
を
闰
德
と
し
て
進
み
得
る 

事
と
な
ジ
た
。，

■ 

'

.
'
.
更
に

.

一

力
9
パ
部
國
會
に
於
て
植
民
論
者
が
勝
利
を
占
め
る
に
及
ん
で
、
玆
に
売
全
な
る
國
家
的
援
助
を
背
景
と
す
る
强
カ
な
植
民 

括
動
がEE

妒
さ
れ
た
。
此
の
事
は
今
や
獨
逸
資
本
主
..義
が
列
.强
資
本
主
義
と
並
び
.立
ち
得
る
點
.に
ま
で
其
の
經
濟
的
實
カ
を
具
へ
た
¥ 

を
意
味
す
る
に
外
な
ら
な
い
。
尚
其
後
一
九
二」

年
に
至
り
佛
蘭
西
と
の
交
渉
に
よ
り
、
獨
逸
は
モ
.ロ
ッ
コ
に
於
け
る
權
利
を
放
棄
し
、 

且
つ
上
部
ガ
ン
ル
ー
ン
：の1

部
？:
.佛
蘭
西
へ
譲
る
代
り
に
、
^
領

-t
l
ン
ゴ
ー
の1

部
を
得
て
、
地
域
的
に
は
五
割
擴
大
し
た
。

以
上
が
大
戰
に
至
I

.
の
歷
史
的
發
展Q

經
過
.で
あ
る
。
次
い
で
第
三
章r

概
說」

に
於
て
、
當
時
に
於
け
I

 
メ

ル

.
，
.
ン

地

方

の

面 

積
、
人
ば
等
を
始
め
地
理
的
•社

會

的

條

件

に

就

い

て

一

般

的

說

明

を

與

.
へ

た

後

、
第

四

f

り
は
銃
治
制
度
の
叙
述
.に
移
る
。
其
處
で 

先
づ
問
題
と
な
る
の
が
本
國
に
於
け
る
そ
れ
で
あ
り
、
植
民
地
統
治
に
關
聯
ず
る
數
種
の
統
治
機
關
或
は
銃
治
者
を
各
項
別

に

檢

討

す
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山
 O

る
。
.'

典
間
に
あ
つ
で
、，最
.
も
注
意
^

惹
か
れ
.
.
.る
.

の
ば
..旣
述
の
如
き
國
會
に
於
げ
る
反
對
.
派
.
の
有
力
な
：活
動
 ̂

る
に 

至
つ
た
植
民
協
會
及
び
其
.
€
.鹤
濟
委
員
會
の
'
活

躍

で

，
.
あ
ー
る
。
^

〇
年
代
獨
逸
の
植
民
活
動
開
始
の
當
初
に
あ
つ
で
、
a

家
に
於
け
る
力 

ト
ル
ッ
ク
中
央
黨
及
び
社
會
民
屯
黨
は
、
常
ぬ
.
植
民
地
經
膂
費
用
の
負
檐
の
過
大
：な
.

る
事
と
、
政
府
の

I
.

般
的
强
晴
的
政
策
へ
.の
反
抗 

の
立
陽
か
ら
、
.

植
民
地
豫
算
.
0'
針
上
を
拒
み
續
け
た
.:
0

而
し
興
後
の
獨
逸
の
經
濟
的
'發
展
は
、
必
然
的
に
原
料
供
給
地
、
製
品
販
路
と 

し
て
0.

植
民
地
の
，評
價
を
益
々
大
な
ら
し
め
た
。
而
し
て
賊
述
の
如
く 

I

八
九
ー
'
:年
を
轉
機
と
し
そ
*

植

民

地

へ

，の
：貸

付

金

：が

-放

出

さ 

•

れ
.
る
事
と
な
り
、
K

に『

九
0

六
年
國
會
.
に
於
げ
る
植
民
|

 

.一
 

派

の

：勝

利

は

、

そ

れ

以

後

の

獨

逸

の

'

近

代

的

植

民

活

動

'の

端

緖

を

形 

成
す
岑
も
の
.
.で
-
あ
0

た
0
 

- 

,

.

::
■■'へ-
:

'':. 

.

.

.次
い
ー
で
第
_
五
窣
は
カ
メ
ル
ー
ン
地
方
に
設
定
さ
れ
た
統
治
機
構
を
取
扱
ふ
。
總
督
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
そ
れ
は
、
當
時
の
他
列
强 

Q
,

方
針
、と
軌
を
一
.

に
す
る
も
の
.

で

象
o

,

政
治
的
f

經
濟
的
.
手

段

を

逋

：じ

；
て

植

民

地

.

，の

本

國

へ

_

.

場

性

の

強

化

女

計

る

反

面

に

於

い 

.

で
，
痕
學
校
導
の
所
謂
社# :

的•
文
化
的
.施
設
の
建
設
を
忘
れ
な
い
の

は

、

是
れ
亦
歐.
洲
資
本
# .

義

國

の

「

常

_

政

策

で

あ

る

。

'
力
メ
ル
ー
，ン
地
ガ
に
㈣

い
て
の
^

述
の
|
:般
的
說
明
0

隽

；第
六
章
；に
_於
て
.は
時
に
其
の
.經
濟
的
開
發
0:
事
情
が
問
題
と
さ
れ
る
。
、
 

此
0
« .
ほ
現
#

、
'舊
獨
逸
赞
植
民
地
を
め
ぐ
る
_

際
的
な
論
議
.が
、
常
に
其
れ
等
領
域
の
經
濟
的
價
値
を
云
.々

す
る
事
情
ょ
じ
考
へ
て 

又

戴

雜

で
‘あ
ら
‘ミ
.
#

者
は
世
與
大
戰
に
笔
る
迄</
>

獨
逸
本
國
と
カ
メ
ル
，
1
>

地
方
間
0
«

易
情
勢
、
關
餘
制
度,*
栽
植
狀
況
等
に
就 

い
て
夫
々
蒙
を
行
つ.
た
後
、
同
地
方
ょ
れ
の

」

主
要
坐
產
概
で
あ
る
所
め
象
牙
、
榇
梠
油
、"
カ
カ
オ
，、
_

識
、
棉
花
、
苧
麻•

煙
草
， 

珈
珧
'
 
織
產
物
等
が
世
坭
太
戰
前
に
如
何
な
ぶ
程
度
迄
開
發
さ
：れ
且
つ
獨
逸
.
本
國
：へ
向
づ 
'て
輸
出
さ
れ
た
か
を
叙
述
す
..る
。
而
し
て
共 

の
jx

M

力
.
メ
：ル
V

ン
地
方
が
本
國
ょ
|)
-

'

幾
何
の
鍮
入
5:
-
-
.
爲

し

た
か
を
知
る
事
が
、
.當
時
に
於
げ
.る
力
.メ
：ル
.1

ン
地
方
の
經
濟
的
價
値
を 

決
觉

を
,

と
な
る
。
'.奢
者
の
荥
ず
統
.針
に
よ
れ
ば
、
，r

八
九
六
年
よ̂

V
i
-

九
〇
A

年
に
至.
る
間
、)

同
地
方
は
ア
フ
リ
カ
に
於
け
る

獨
逸
植
民
地
中
最
大
の
轍
出
地
で
あ
っ
た
が
、

一
九一

1

年
に
は
東
ア
フ
リ
カ
植
民
地
及
南
西
ア
フ
リ
カ
植
民
地
に
凌
駕
さ
れ
て
第
三 

位
へ
轉
落
を
示
し
た
、
然
し
何
れ
に
し
て
も
、
當
時
獨
逸
の
植
民
地
貿
易
額
が
典
の
全
對
外
貿
易
中
に
占
め
て
居
た
割
合
は
比
較
的
小
で 

あ
っ
た
。
カ
メ
ル
ー
ン
地
方
は
特
に
獨
逸
本
國
へ
の
經
濟
的
寄
與
に
於
て
は
微
力
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
然
し
此
の
事
を
以
て
、
現
注
英
* 

佛
の
.

如
き
所
謂
現
狀
維
持
國
側
に
立
っ
多
く
の
論
容
が
說
く
様
に
、
舊
獨
領
植
民
地
の
經
濟
的
無
價
値
を
立
證
す
る
據
點
と
は
爲
し
得 

な
い
：,0
:
'
此
の
點
に
就
い
て
は
寧
ろ
本
書
の
著
者
に
從
っ
て
、
.鬼
も
角
大
戰
前
の
獨
逸
の
植
拔
地
經
營
事
業
は
僅
々
三
ナ
年
即
に
亙
る
に 

.1
1

1

り
>

.

從
っ
て
典
，

€

成
果
を
宏
.
々
，す
る
に
は
短
期
間
に
過
ぎ
る
七
の
.

見
解
を
持
す
务
が
>

:

ょ
り
'

妥
當
で
；あ
る
o

力
メ
ル
！
ン
地
方
の

. 

み
に
就
い
て
見
る
な
ら
ば
ノ
最
近
に
於
け
る
同
地
方
^
獨
逸
本
國
と
の
交
易
關
係
は
ー
同
沸
方
ょ
り
の
謹
謨
丨
及
棕
鋁
油
の
供
給
を
中 

心
に
、
迤
だ
顯
著
な
も
の
が
あ
る
？
而
七
て
此
0

點
に
名
我
々
：は
現
在
の
獨
逸
の
植
民
地
返
還
要
求
の
一
の
具
體
的
根
據
を
見
出
し
得 

各
:°
1«
:

界
的
に
ブ
龙
ッ
.

キ
：ズ
5
.
.の
摊
播
す
る
今
日
、
植
域
地
の
本
國
へ
の
價
値
は
經
濟
的
に
も
政
治
的
に
：も
、
從
前
と
は
異
っ
た
見
地 

お
丨
評
價
さ
れ
ね
ば
な
ち
な
い
。

.

,

.
:
，
. 

.
-■
■
■ 

一
:.
.

- ;
,

:

.

■
.

.'
:

著
营
は
逍
に
笫
七
章
に
於
て
獨
逸
銃
治
下
に
於
け
る
原
住
段
，の
生
活
狀
況
を
詳
細
に
檢
討
し
て
.

一;般
的
叙
述
を
終
る
ャ
原
住
民
に
對 

す
を
寬
大
な
る
統
治
、.
文
化
的
施
設
の
完
備
は
獨
逸
の
植
民
論
者
.が
常
に
誇
と
す
る
所
で
あ
る
。
而
し
大
戰
前
の
獨
逸
の
植
民
活
動
も 

他
列
强
の
そ
れ
と
本
質
的
に
は
左
程
の
距
*

を
見
せ
な
い
以
上
(«
:

>

其
.
の
統
治
能
カ
を
過
信
す
る
事
は
危
險
で
あ
，.る
0
.

唯
著
背
自
身
(0

經 

驗
に
恶
く
報
告
に
ょ
れ
ば
、
：現
往
英
.

怫
.
.の
.

委
任
統
治
下
に
.あ
づ
そ
、
過
去
の
.獨
逸
の
支
配
時
代
を
懷
古
す
る
原
住
诧
の
數
は
相
當
に
上 

る
出
で
あ
.

る
-:
'

°

.

.

.

.

‘
 

ン
•

■

;

■

'

.

.
'
.
く

：
'

:

.

パ
以
上
本
書
の
內
容
に
就
い
.
て
可
成
り
袭
し
く
紹
介
し
た
。
藩
紫
自
身
は
枭
を
以
て
近
代
的
植
拢
活
動
の
充
分
な
る
描
寫
を
爲
し
得
た 

A

考
ベ
る
デ
そ
れ
に
も
枸
ら
ず
、
旣
に
ー
言
し
た
如
く
、
斯
か
る
活
動
を
必
要
な
ち
し
め
た
所
の
根
底
.
に
就
5

,.て

の

恶

本

的

な

分

析

に 

R
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八〕

關
し
.

て
、
，
不
充
分
に
思
は
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
近
代
に
於
け
る
歐
米
資
本
主
義
諸
列
强
の
各
個
の
經
濟
的
發
展
の
度
合
と
、
：是
れ
を
中 

心
甿
_

成
ざ
れ
る
世
猓
經
濟
0
動
向
に
關
し
.

て
稍
々
關
心
を
欠
.

<

の
：感
を
抱
.か
じ
む
る
;0

此

<7
>

'

;事
は
第

1
章
，の
歷
史
的
な
發
展
の
叙
述 

に
於
て
特
に
著
し
い
。
著
者
が
苦
心
し
て
集
め
た
當
時
の
獨
逸
の
植
民
活
動
に
關
す
る
公
式
、
非
公
式
の
報
告
書
を
資
料
と
し
た
諸
事 

實
の
展
開
は
，
極
あ
て
廣
巩
で
あ
^ .

、
.

，且
つ
興
味
深
き
も
の
.

が
あ
る
に
も
枸
ら
ず
、' '

-
-

往
々
に
し
て
政
治
的
事
件
の
»

列
.

に
陷
0
易
い
危 

，險
を
含
む
。
斯
か
る
廣
汎
な
概
說
的
な
取
扱
は
又
、
本
書
の
金
部
を
賞
い
て
見
ら
れ
る
欠
陷
で
あ
り
\ >

、從
つ
て
著
者
の
見
解
は
必
然
的 

に
常
識
的
、.

妥
協
的
に
止
り
勝
ち
で
あ
る
。
..即
ち
第
八
章
結
語
に
於
て
，、
著
者
は
其
の
.

胃
頭
に
、
獨
逸
に
ょ
る
ヵ
メ
ル
ー
ン
地
方
の
銃 

'

治
は
獲
得
以
来

U
1

十
年
に
過
ぎ
ず
、
此
の
期
間
は
謂
は
だ
征
服
期
で
あ
つ
て
未
だ
建
設
期
以
前
で
あ
る
事
を
强
調
し
、
以
，て
獨
逸
の
統 

治
能
力
に
對
す
る
確
固
た
る
批
判
を
避
け
る
。
而
し
て
獨
逸
の
其
の
活
動
が
帝
國
主
義
的
動
機
に
墓
く
事
を
認
め
乍
ら
、
其
の
銃
治
の 

良
惡
に
關
し
て
は
他
列
强
と
相
對
的
に
比
較
さ
る
べ
き
も
の
と
爲
し
、
而
.

か
も
逝
に
斯
か
る
相
對
的
評
價
の
困
難
を
說
明
す
名
。
斯
く 

著
者
の
見
解
が
微
溫
的
で
あ
、る
事
は
確
か
に
本
書
の
弱
點
で
あ
る
。
然
し
他
方
面
.に
於
て
、
現
往
本
問
題
に
關
す
る
論
者
の
多
乂
が
偏 

見
的
態
度
を
採
り
易
い
際
に
、
却
つ
て
そ
れ
は
公
平
な
感
を
抱
か
し
め
.

る
。
此
の
意
味
：に
於
.

て
の
本
書
の
寄
與
.も
亦
相
當
に
買
は
れ
て 

W

な
り
：で
あ
ら
ぅ
。
說
明
は
常
識
的
、
概
說
的
か
冬
知
れ
な
い
。
而
し
著
者
自
身
誇
る
豊
當
な
資
料
の
利
用
と
、
問
題
と
な
る
一
地
方 

に
就
い
て
の
斯
か
る
全
般
的
な
取
扱
の
中
に
、
.我
々
は
又
利
用
ず
べ
き
多
く
の
材
料
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
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ナ
チ
ス
革
命
後
獨
逸
經
濟
學
に
課
さ
れ
：た
中
；要
テ
ー
マ
の
一
つ
は
*

理
論
經
.

濟
學
と
經
濟
政
策
と
の
關
係
を
界
吟
味
し
、
雨
#
を
有 

機
的
に
統〗

：せ
ん
^

す
る
こ
と
で
あ
る
。 

:

: •
:

.

藍
し
ナ
チ
ス
即
ち
國
民
社
會
主
義
は
國
民
そ
の
も
の
に
地
上
の
最
高
價
値
を
認
め
、
國
民
の
維
持
、
發
股
の
爲
に
人
間
の
全
協
同
生 

活
を
訐
鸯
的
に
構
成
せ
ん
と
ヤ
る
。
國
民
と
ふ

.

一
つ
の
佥
體
を
ー
次
的
な
本
源
的
な
も
6
と
認
め
、
と
れ
を
構
成
す
る
個
人
を一

一
次 

的
な
、
派
生
的
な
も
，の
と
觀
る
所
の
：金
體
半
；_

の
社
#

觀
に
党
脚
す
る
。

.
：

.

-

,

'

A

a

冬
で
國
民
協
同
體
.

0.
政
治
生
活
樣
式
，た
る
國
家
の
最
高
使
命
は
、
當
然
國
民
協
同
體
の
維
持
，
：
發
展
に
あ
る
0
然
し
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